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■発行　安曇野市議会　2010年 11月 3日　第20号

市議会だより
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Ｑ　

職
員
構
成
、
配
置
に
つ
い

て
は
、
常
勤
・
非
常
勤
の
問
題

が
あ
る
。
同
一
労
働
、
同
一
賃

金
の
立
場
か
ら
ど
う
総
括
す
る

か
。

Ａ　

今
年
度
の
非
常
勤
職
員

は
、
人
事
課
分
で
６
３
１
人
在

籍
。
主
に
健
康
福
祉
部
（
保
育

園
）
と
教
育
委
員
会
（
学
校
、

幼
稚
園
、
図
書
館
）
に
多
く
集

中
し
て
い
る
。
待
遇
改
善
に
つ

い
て
は
、
近
隣
他
市
町
村
の
状

況
等
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

る
。
本
来
、
財
政
が
許
せ
ば
で

き
る
限
り
正
規
職
員
に
し
た
い

が
、
今
の
財
政
状
況
の
中
で
は

困
難
が
あ
る
。

Ｑ　

生
活
保
護
が
合
併
時
に
比

べ
て
２
・
５
倍
に
増
加
し
た
。

今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ　

人
材
派
遣
等
で
解
雇
さ
れ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
単

身
世
帯
の
被
保
護
者
が
増
え
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
の
動
向

が
危
惧
さ
れ
る
。

Ｑ　

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
毎

年
１
億
円
近
く
の
助
成
を
し
て

い
る
が
、
社
協
の
役
員
報
酬
に

ま
で
補
助
し
て
い
る
の
は
疑
問

だ
。
社
協
の
法
人
自
体
の
運
営

に
関
す
る
部
分
へ
補
助
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

指
摘
さ
れ
た
社
協
の
基
本

的
な
運
営
に
か
か
わ
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
補
助
の
対
象
に
す

べ
き
か
見
直
す
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

Ｑ　

資
源
ご
み
の
収
集
や
リ
サ

イ
ク
ル
先
に
つ
い
て
追
跡
調
査

の
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
は
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
を
通
し
て
処
理
。
新

聞
、
雑
誌
、
衣
類
、
缶
そ
の
他

に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
ル
ー

ト
で
処
理
し
て
い
る
。
監
視
体

制
を
維
持
す
る
な
か
で
追
跡
調

査
は
や
っ
て
い
る
。

反
対
討
論

　

非
正
規
雇
用
の
問
題
は
自
治

体
で
も
重
要
課
題
で
あ
る
。
本

庁
舎
建
設
計
画
は
十
分
な
議
論

と
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

て
い
な
い
中
で
、
準
備
室
が
設

置
さ
れ
た
の
は
問
題
で
あ
る
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
や
安
曇
野
菜
園

の
三
セ
ク
関
連
で
は
、
公
共
性

の
あ
る
事
業
と
し
て
緊
急
雇
用

対
策
補
助
金
を
充
て
た
が
、
税

金
の
使
い
方
と
し
て
適
切
な
の

か
、
内
容
が
厳
し
く
問
わ
れ
る

も
の
だ
。
市
民
税
の
6
割
近
く

が
職
員
給
与
に
使
わ
れ
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
回
る
の
は
4
割
、

こ
れ
で
健
全
財
政
と
は
い
え
な

い
。

賛
成
討
論

　

執
行
状
況
の
報
告
及
び
監
査

報
告
か
ら
判
断
す
る
に
、
個
別

事
案
に
つ
い
て
は
若
干
不
満
足

な
も
の
も
散
見
さ
れ
る
が
、
こ

れ
を
も
っ
て
あ
え
て
全
体
の
認

定
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
も
の
は

な
い
。

請
願
書　
請
願
書
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
紹
介
議
員
の
署
名
な
ど
が
必

要
と
さ
れ
、
受
理
さ
れ
た
請
願
書
は
、
議

会
運
営
委
員
会
に
諮
ら
れ
た
後
、
委
員
会

で
審
査
し
、
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で

採
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
12
月
定
例
会
か
ら
は
、
新
た
に
本

会
議
に
お
い
て
紹
介
議
員
に
よ
る
請
願
の

内
容
説
明
が
詳
細
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
請
願
内
容
の
理
解
を
深

め
、
委
員
会
、
本
会
議
で
慎
重
に
審
査
し
、

採
択
さ
れ
れ
ば
議
会
の
意
思
と
し
て
、
市

政
に
関
す
る
も
の
は
市
長
へ
、
国
・
県
な

ど
へ
意
見
書
送
付
を
求
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
各
機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

陳
情
書　
陳
情
書
は
法
的
な
規
定
は
な

く
、
紹
介
議
員
も
必
要
な
く
提
出
で
き
ま

す
が
、
12
月
定
例
会
か
ら
は
受
理
さ
れ
た

陳
情
書
は
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
ら
れ
、

取
り
扱
い
が
協
議
さ
れ
ま
す
。

決
算
に
関
す
る
質
疑　

Ｑ
＆
Ａ

討
論

　長引く景気低迷により市民税個人は３. ８％（１億 7,937 万 5,000 円）の減、法人税は前年比 41％（４億 2,689 万
3,000 円）の減、固定資産税は、３. ７％（２億 1,769 万 9,000 円）の減となり市税全体では６. ９％（８億 5,351 万円）
の減収となり、厳しい財政運営が続いています。健全財政を堅持しながら市民要望にどのように応えていくことができるか、
今後 23 年度予算に活かしていかなければなりません。

 安曇野市平成 21 年度決算を認定 9 月定例会は決算審査

区分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引総額
一般会計 37,674,987,093 37,348,422,125 326,564,968

特
別
会
計

同和地区住宅新築資金等貸付事業 6,165,153 3,659,336 2,505,817
国民健康保険 9,258,721,833 9,114,743,506 143,978,327
老人保健 25,559,386 25,019,140 540,246
後期高齢者医療 783,949,146 765,422,506 18,526,640
介護保険 6,406,170,925 6,386,921,667 19,249,258
下水道事業 4,989,625,580 4,957,953,610 31,671,970
農業集落排水事業 186,032,819 185,584,563 448,256
上川手山林財産区 3,309,330 2,483,077 826,253
北の沢山林財産区 6,844,462 6,304,002 540,460
有明山林財産区 9,766,539 8,944,443 822,096
富士尾沢山林財産区 898,300 425,018 473,282
穂高山林財産区 852,502 407,800 444,702
産業団地造成事業 417,121 333,519 83,602

会計別歳入歳出決算状況

財政規模と決算概要（一般会計）

平成 21年度 平成 20年度

歳入総額 37,674,987,093 34,317,977,718

歳出総額 37,348,422,125 33,730,175,648

経常一般財源比率 93.0％ 99.4％

実質公債費比率 14.4％ 15.0％

将来負担比率 61.2％ 63.7％

議会では、市民の皆さまの意見や要望を市政に反映させることができるように、請願書や陳情書を受け付
けていますが、12 月定例会からその取り扱いが変わります。詳しいことは議会事務局へお尋ねください。

請願書、陳情書の取り扱いが 12 月定例会から変わります
ご注意ください！

■審査の結果
　審査に付された各会計歳入歳出決算書及びその

付属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成さ

れており、計数等は関係諸帳簿及び証書類と照合

した結果、正確であるものと認められた。

■総括意見
　実質収支額は、一般会計で 128,592 千円、特別

会計（13 会計）で、199,623 千円となり、総額

で 328,217 千円の黒字決算となった。単年度収支

は、一般会計で 28,162 千円の黒字、特別会計で

228,495 千円の赤字となり、総額では 200,333 千

円の赤字となった。

　1に近いほど財政力が強いとされる財政力指数

は 0.643 で、前年度の 0.657 と比較し、若干悪化

している。

　80％を超える場合は財政構造が弾力性を失いつ

つあるとされている経常収支比率は 87.1％で、前

年度の 87.3％と比較し 0.2 ポイント改善している。

　各種の指標を総体的にみれば、健全な財政運営

を維持しているものと推測される。引き続き健全

性の確保に努められたい。（安曇野市監査委員）

通過型観光から脱却し滞在型の観光振興に向けて施策が展開された。
観光ポスター「安曇野で漂う、36時間。」

監査意見（単位：円）

（単位：円）

市議会の議論のなかで
は、紹介議員の「ある」「な
し」を理由にして、請願よ
り陳情を軽く扱うような
ことはあってはならない、
これまで通りに議会とし
て誠実な対応をすべき、と
の少数意見もありました。
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平成22年安曇野市議会9月定例会審議結果

市長提出議案
議案番号 件名 結果

報告第27号 平成21年度決算に基づく安曇野市健全化判断
比率について 受理

報告第28号 平成21年度決算に基づく安曇野市下水道事業
特別会計資金不足比率について 受理

報告第29号 平成21年度決算に基づく安曇野市農業集落排水
事業特別会計資金不足比率について 受理

報告第30号 平成21年度決算に基づく安曇野市産業団地造成
事業特別会計資金不足比率について 受理

報告第31号 平成21年度決算に基づく安曇野市水道事業会計
資金不足比率について 受理

報告第32号 平成21年度決算に基づく安曇野市営宿舎事業
会計資金不足比率について 受理

報告第33号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について（自動車事故に関すること） 受理

報告第34号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について（自動車事故に関すること） 受理

報告第35号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について（公園事故に関すること） 受理

報告第36号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告
について（道路事故に関すること） 受理

議案第69号 安曇野市の適正な土地利用に関する条例 修正可決

議案第70号 安曇野市景観条例 原案可決

議案第71号 安曇野市国際交流基金条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第72号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第73号 安曇野市公共下水道条例及び安曇野市農業集落
排水施設条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第74号 平成22年度安曇野市一般会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第75号 平成22年度安曇野市同和地区住宅新築資金等
貸付事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第76号 平成22年度安曇野市国民健康保険特別会計補正
予算（第1号） 原案可決

議案第77号 平成22年度安曇野市老人保健特別会計補正予算
（第1号） 原案可決

議案第78号 平成22年度安曇野市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第1号） 原案可決

議案第79号 平成22年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第2号） 原案可決

議案第80号 平成22年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算
（第1号） 原案可決

議案第81号 平成22年度安曇野市農業集落排水事業特別会計
補正予算（第1号） 原案可決

議案第82号 平成22年度安曇野市上川手山林財産区特別会計
補正予算（第1号） 原案可決

議案第83号 平成22年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計
補正予算（第1号） 原案可決

議案第84号 平成22年度安曇野市有明山林財産区特別会計
補正予算（第1号） 原案可決

議案第85号 平成22年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別
会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第86号 平成22年度安曇野市穂高山林財産区特別会計
補正予算（第1号） 原案可決

議案第87号 平成22年度安曇野市産業団地造成事業特別会計
補正予算（第1号） 原案可決

議案第88号 平成22年度安曇野市水道事業会計補正予算
（第1号） 原案可決

議案第89号 平成21年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の
認定について 原案認定

議案第90号 平成21年度安曇野市同和地区住宅新築資金等
貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第91号 平成21年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について 原案認定

議案第92号 平成21年度安曇野市老人保健特別会計歳入歳出
決算の認定について 原案認定

議案第93号 平成21年度安曇野市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第94号 平成21年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について 原案認定

議案第95号 平成21年度安曇野市下水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定について 原案認定

議案第96号 平成21年度安曇野市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第97号 平成21年度安曇野市上川手山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第98号 平成21年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第99号 平成21年度安曇野市有明山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第100号 平成21年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別
会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第101号 平成21年度安曇野市穂高山林財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第102号 平成21年度安曇野市産業団地造成事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第103号 平成21年度安曇野市水道事業会計決算の認定に
ついて 原案認定

議案第104号 平成21年度安曇野市営宿舎事業会計決算の認定
について 原案認定

議案第105号 長野県地方税滞納整理機構の設置について 原案可決

議案第106号 市営土地改良事業の施行について 原案可決

議案第107号 市道の廃止について 原案可決

議案第108号 市道の認定について 原案可決

議案第109号
各地方自治法に基づく怠る事実の違法確認等、地
方自治法に基づく怠る事実の違法確認請求控訴事
件に係る上告受理の申立てについて

原案可決

議案第110号 教育委員会委員の任命について 同意

議案第111号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第112号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

請願
受理番号 件名 結果

請願第４号
長野県独自の30人規模学級の中学校全学年への
早期拡大と県独自に教職員配置増を求める意見書
提出に関する請願書

採択

請願第５号 30人学級の早期実現、教職員定数増を求める意見
書提出に関する請願書 採択

請願第８号「所得税法第56条の廃止を求める意見書」採択を求める請願書 不採択

請願第11号 子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める
請願書 採択

請願第12号 委託業務に関する請願書 採択

請願第13号「新しい本庁舎建設は必要ない」を求める請願書 不採択

請願第14号
地方自治体において明確にされた住民意思を尊重
し国家政策に反映することを日本政府に求める意
見書に関する請願書

継続審査

陳情
受理番号 件名 結果
陳情第５号 安曇野観光草競馬大会に係る陳情書 採択

陳情第６号 私立高校に対する大幅公費助成をお願いする陳情書 採択

議員提出議案
議案番号 件名 結果
議員提出
第11号

長野県独自の30人規模学級の中学校全学年への
早期拡大、県独自に教職員配置増を求める意見書 原案可決

議員提出
第12号 30人学級の早期実現、教職員定数増を求める意見書 原案可決

議員提出
第13号

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める
意見書 原案可決

議員提出
第14号 私立高校への公費助成を求める意見書 原案可決

議員提出
第15号 議員派遣について 原案可決

決議
議案番号 件名 結果

決議第３号 本庁舎建設促進を求める決議 原案可決

決議第４号 地方議会議員年金制度の廃止を求める決議 原案可決

人事案件

○望月正勝氏の教育委員会の委員の任命について、同意した。
（任期　平成 22 年 11 月 9 日から 4年）

○佐橋英治氏の固定資産評価審査委員会委員の選任について、
同意した。（任期　平成 22 年 11 月 9 日から 3年）

○中村道子氏の人権擁護委員の推薦について、適任とした。
（任期　平成 23 年１月１日から 3年）

平成 22 年度　一般会計補正予算（第2号）の概要
補正予算額4,600万円を追加し、補正後の予算額は354億6,100万円となる。

臨時財政対策債……………………… 8億4,707万8千円

法人市民税納付収入増額による…………3億8,000万円

生活保護費国庫負担金……………………1億3,350万円

一般公共事業債……………………………… 4,210万円

市民税納付収入減額による………3億8,900万円（減額）

学校教育施設整備事業債…………… 5,010万円（減額）

生活保護世帯増加による扶助費…………1億7,800万円

松くい虫被害木伐倒処理費………………… 6,160万円

太陽光発電設置補助金……………………… 3,000万円

プレミアム商品券発売補助金……………… 1,650万円

豊科公民館耐震診断費……………………1,160万3千円

穂高学校給食センター工事費……5億5,181万9千円（減額）

議案審議（抜粋）
◆
反
対
討
論

❶
本
庁
舎
建
設
を
め
ぐ
っ
て

は
賛
否
両
論
、
十
分
な
議
論

を
し
て
い
な
い
。市
民
ま
た
、

議
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て

い
な
い
。時
期
尚
早
で
あ
る
。

❷
議
会
内
で
明
ら
か
に
判
断

が
割
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
決
議
案
を
提
出
す
る
こ

と
は
、
議
会
の
議
決
権
、
権

能
を
逸
脱
す
る
も
の
だ
。

❸
既
存
の
施
設
を
有
効
活
用

し
、
市
民
に
負
担
を
か
け
な

い
必
要
最
小
限
の
庁
舎
に
す

べ
き
だ
。

◆
賛
成
討
論

❶
議
会
は
、
本
庁
舎
等
建
設

特
別
委
員
会
を
設
置
し
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
後
世
に
負

担
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
合
併

特
例
債
を
活
用
す
べ
き
だ
。

❷
合
併
し
て
も
安
曇
野
市
の

核
が
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
の

核
と
な
る
、ま
た
、防
災
拠
点

と
な
る
本
庁
舎
は
必
要
だ
。

◆
反
対
討
論

　

第
三
セ
ク
タ
ー
と
損
失
補

償
の
問
題
は
今
や
全
国
の
自

治
体
で
表
面
化
し
て
お
り
、

今
回
の
判
決
は
そ
う
い
う
点

に
お
い
て
財
政
援
助
制
限
法

第
3
条
に
違
反
す
る
と
明
確

に
線
が
引
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
市
長
は
上
告
の
理
由
と

し
て
、
判
決
文
に
書
か
れ
て

い
る「
特
段
の
事
情
」
を
あ
げ

て
い
る
が
、第
三
セ
ク
タ
ー
の

公
益
性
に
対
す
る
読
み
が
浅

く
十
分
理
解
し
て
い
な
い
。

　

上
告
し
て
も
棄
却
か
、
あ

る
い
は
東
京
地
裁
に
差
し
戻

し
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
決

着
す
る
の
に
年
月
が
か
か
る
。

そ
の
間
の
菜
園
に
関
わ
る
市

の
財
政
負
担
も
大
き
い
。「
と

に
か
く
上
告
し
て
み
よ
う
」

と
い
う
よ
う
な
無
責
任
な
態

度
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
違
法
判
決
と

安
曇
野
菜
園
の
経
営
問
題
と

は
別
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
賛
成
討
論

　

控
訴
審
の
判
決
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
融

機
関
が
即
、
手
を
引
く
と
い

う
こ
と
で
安
曇
野
菜
園
の
破

綻
に
つ
な
が
る
。
す
る
と
、

破
綻
処
理
に
市
の
財
政
負
担

は
一
気
に
大
き
く
な
る
。
市

の
負
担
が
少
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
な
ら
、
こ
こ
は
最

高
裁
の
判
断
を
仰
ぐ
と
い
う

の
が
筋
で
あ
る
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
在
り
方

が
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
問

わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
今

回
の
高
裁
の
一
判
決
が
す
べ

て
の
よ
う
な
言
い
方
は
納
得

で
き
な
い
。
全
国
的
に
は
違

法
で
は
な
い
と
い
う
判
例
も

あ
り
、
判
断
は
分
か
れ
て
い

る
。
三
審
制
に
基
づ
く
制
度

の
な
か
で
最
後
の
審
判
を
受

け
る
こ
と
が
最
も
公
平
で
あ

る
。

主な歳入について 主な歳出について

各
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
怠
る
事
実
の
違
法
確
認
等
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
怠
る

事
実
の
違
法
確
認
請
求
控
訴
事
件
に
係
る
上
告
受
理
の
申
立
て
に
つ
い
て

反
対
少
数
で
可
決　
　

※
本
事
件
は
安
曇
野
菜
園
関
連
の
住
民
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
庁
舎
建
設
促
進
を
求
め
る
決
議

反
対
少
数
で
可
決

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
決
議
案



一 般 質 問

67
安曇野市議会だより　第 20号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2010. 11. 3AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2010. 11. 3安曇野市議会だより　第 20号

問　

数
あ
る
市
長
の
諮
問
機
関
た
る
審
議
会

の
中
で
も
地
域
審
議
会
は
、
合
併
特
例
と
し

て
旧
町
村
議
会
が
議
決
し
平
成
27
年
3
月
31

日
ま
で
設
置
す
る
事
は
承
知
し
て
い
る
。

　

合
併
後
、
5
年
を
折
り
返
す
こ
の
時
期
、

既
に
本
庁
舎
及
び
総
合
支
所
の
あ
り
方
、
土

地
利
用
制
度
に
関
し
諮
問
答
申
が
な
さ
れ
、

他
５
４
５
項
目
に
わ
た
る
協
議
事
項
も
大
方

一
体
化
、
平
準
化
さ
れ
た
と
聞
く
。
こ
の
様

な
状
況
を
見
る
に
、
私
は
一
定
の
役
割
は
果

し
た
の
で
は
と
考
え
る
が
、
市
長
は
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

今
後
と
も
必
要
に
応
じ
て
諮
問
を
さ

せ
て
頂
い
た
り
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
提

言
を
頂
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

全
市
的
な
議
論
が
も
う
少
し
発
展
的
に
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

地
域
審
議
会
の
必
要
性
は
認
め
た
と
し

て
、
5
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
は
な
く
、
５
地
域

の
代
表
者
で
１
地
域
審
議
会
を
構
成
す
る
事

は
可
能
か
。

企
画
財
政
部
長　

こ
の
地
域
審
議
会
を
無
く

し
た
、
或
い
は
統
合
し
た
と
言
う
事
例
は
把

握
し
て
い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
地
域
毎
の
課
題

も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
必
要
性
は

高
く
、
開
催
に
当
た
っ
て
は
地
域
エ
ゴ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
全
市
的
な
考
え
を
持
っ
て

検
討
頂
き
た
い
。

問　

安
曇
野
市
の
新
市
将
来
構
想
の
財
源
確

保
と
い
う
項
に
安
曇
野
市
民
債（
仮
称
）が
謳

わ
れ
て
い
た
。
非
常
に
厳
し
い
経
済
状
況
が

続
く
今
日
、
事
業
施
策
を
構
築
し
て
い
く
上

で
市
民
参
加
、
或
い
は
協
働
と
い
う
見
地
か

ら
合
併
特
例
以
後
市
民
公
募
債
に
よ
る
事
業

の
展
開
は
、
模
索
す
る
に
値
す
る
と
考
え
る

が
如
何
か
。

市
長　

市
民
参
加
型
の
ミ
ニ
市
場
公
募
債
は

住
民
に
と
っ
て
は
、
資
金
提
供
を
通
じ
て
地

域
貢
献
を
実
感
で
き
、
行
政
へ
の
関
心
を
増

し
て
住
民
自
治
の
向
上
に
繋
が
る
手
法
と
し

て
、
大
変
有
意
義
な
提
言
を
頂
い
た
と
認
識

し
た
。

問　

観
光
に
つ
い
て
何
度
も
質
問
し
て
き
た

が
、
今
回
北
海
道
の
観
光
を
視
察
し
て
決
定

的
な
も
の
を
見
た
。
富
良
野
市
、
美
瑛
町
の

人
の
入
り
込
み
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
が
咲

い
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
す
ご
い
人
。

年
間
２
０
０
万
人
は
下
ら
な
い
。
観
光
は
外

国
人
が
半
分
来
な
い
と
観
光
に
な
ら
ぬ
と
の

回
答
。
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
多
い
。帰
り
の
飛
行
場
で
、

レ
ン
タ
カ
ー
の
予
約
の
客
が
列
を
な
し
て
い

た
。
ツ
ア
ー
客
が
減
り
、
個
人
旅
行
が
多
く

な
っ
た
と
聞
く
。
一
番
大
事
な
事
は
、
観
光

協
会
で
あ
る
。
富
良
野
市
の
観
光
協
会
は
社

団
法
人
で
営
利
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
職
員

が
22
名
い
る
。
仕
事
は
、
国
際
観
光
総
合
セ

ン
タ
ー
の
設
立
、
多
彩
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

造
成
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実
、
中
国
、
韓

国
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
と
観
光
宣
伝
、
修
学
旅
行
セ

ン
タ
ー
の
設
立
、
富
良
野
一
人
歩
き
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
し
、
旅
行
業
務
取

扱
管
理
者
が
い
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を

組
む
こ
と
が
で
き
、
市
独
自
の
ツ
ア
ー
を
組

め
る
。安
曇
野
市
も
観
光
協
会
の
て
こ
入
れ
、

協
会
の
法
人
化
と
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
の

採
用
が
必
要
。
観
光
協
会
の
組
織
を
大
き
く

す
る
た
め
に
は
、
営
利
を
営
む
こ
と
、
外
国

へ
の
誘
致
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必
要
。

市
長　

都
市
と
農
村
の
交
流
促
進
と
、
自
然

を
生
か
し
温
泉
の
活
用
と
水
を
か
み
合
わ
せ

た
観
光
促
進
を
す
る
。
観
光
協
会
の
組
織
強

化
を
協
会
役
員
と
商
工
観
光
部
で
す
る
。

商
工
観
光
部
長　

企
画
力
と
営
業
力
を
上
げ

る
た
め
に
情
報
収
集
し
て
い
く
。

問　

十
月
か
ら
始
ま
る
信
州
Ｄ
Ｃ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ラ
リ
ー
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
お
ひ
さ
ま
」

ロ
ケ
が
十
月
か
ら
始
ま
る
が
、
受
け
皿
対
応

は
。

商
工
観
光
部
長　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
を
核
に

対
応
し
て
い
る
。
ロ
ケ
支
援
、
ロ
ケ
場
所
、

所
有
者
関
係
者
へ
の
説
明
、
道
路
の
通
行
制

限
、
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
の
要
請
、
ど
の
よ
う

に
商
業
ベ
ー
ス
で
使
用
す
る
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

打
ち
合
わ
せ
中
で
あ
る
。

問　

庁
舎
は
豊
科
、
文
化
ホ
ー
ル
は
穂
高
へ

建
設
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

市
長　

芸
術
文
化
の
活
動
拠
点
と
し
て
必

要
。
合
併
特
例
債
の
期
限
内
に
建
設
す
べ
き

か
既
存
施
設
の
活
用
か
、
箱
物
に
つ
い
て
は

建
設
費
、
維
持
管
理
費
等
で
検
証
が
必
要
。

市
の
観
光
は
大
丈
夫
か

市
民
文
化
ホ
ー
ル
が
必
要

問　

安
曇
野
市
文
化
振
興
計
画
は
、
第
一
次

総
合
計
画
の
第
三
章
「
人
と
文
化
を
育
む
ま

ち
の
形
成
」
が
う
た
わ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て

の
振
興
計
画
と
考
え
る
。
行
政
と
市
民
の
果

た
す
べ
き
事
、公
益
法
人
豊
科
文
化
財
団
等
、

民
間
団
体
の
活
用
と
位
置
に
つ
い
て
、
市
民

委
員
会
、
専
門
委
員
会
に
ど
の
よ
う
な
内
容

の
諮
問
を
し
た
の
か
。

市
長　

市
民
委
員
会
で
は
、市
民
の
目
線
か

ら
文
化
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
、

計
画
を
ま
と
め
る
役
割
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、専
門
委
員
会
で
は
、専
門
的
な
見
地
か

ら
幾
つ
か
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
市
民

委
員
会
に
返
す
役
割
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

文
化
振
興
計
画
の
今
日
ま
で
の
進
捗
状

況
と
、
策
定
の
時
期
、
市
民
へ
の
お
知
ら
せ

方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
次
長　

文
化
振
興
計
画
の
進
捗
状
況

は
、
現
在
具
体
的
な
施
策
の
検
討
を
し
て
い

る
。平
成
23
年
度
の
早
い
時
期
に
印
刷
し
て
、

市
民
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

市
内
の
各
郷
土
資
料
館
、
博
物
館
の
統

合
を
図
り
、
収
蔵
品
、
公
文
書
等
大
切
な
資

料
の
整
理
と
保
管
を
、
早
急
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問　

市
政
運
営
と
今
後
の
安
曇
野
市
の
展
望

に
つ
い
て
。
安
曇
野
市
も
五
町
村
が
対
等
合

併
し
、
市
政
五
年
目
に
入
り
、
宮
沢
市
政
誕

生
十
カ
月
が
経
過
、
今
後
の
市
政
運
営
と
市

の
発
展
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え

か
。
ま
た
市
が
一
体
感
を
持
て
る
施
策
、
地

域
的
配
慮
の
市
政
運
営
、
そ
し
て
市
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
手
腕
、
決
断
力
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
決
意
は
。

市
長　

市
長
選
の
折
り
に
掲
げ
た
七
つ
の
ま

ち
づ
く
り
政
策
理
念
の
実
現
を
目
指
し
て
、

す
べ
て
の
行
政
分
野
に
お
き
、
地
域
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
な
が
ら
各
地
域
の
歴
史
、
文
化

伝
統
等
を
大
切
に
し
て
、
施
策
展
開
し
て
い

く
よ
う
考
え
て
い
る
。
市
民
の
福
祉
の
増

進
、
さ
ら
に
安
心
、
安
全
の
暮
ら
し
を
実
現

す
る
こ
と
を
基
本
に
、
常
に
現
場
主
義
を
標

榜
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
把
握
と
問
題
解
決
の
迅

速
化
を
念
頭
に
行
政
を
行
っ
て
き
た
。
当
面

の
課
題
と
す
れ
ば
、
五
町
村
の
一
体
感
を
持

つ
た
め
に
、
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
運
営
の
効
率
化

に
努
め
、
ま
ず
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を

図
る
上
で
大
い
に
貢
献
で
き
る
施
策
だ
と
考

え
て
い
る
。

教
育
次
長　

穂
高
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新

築
移
転
に
伴
い
、
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
あ
と
地
利
用
と
し
て
、
民
俗
資
料
、
考

古
資
料
な
ど
６
０
０
０
点
を
超
え
る
資
料
を

整
理
、
研
究
す
る
施
設
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

安
曇
野
市
に
芸
術
文
化
を
根
付
か
せ
る

に
は
、
こ
の
地
に
生
き
る
生
徒
、
児
童
に
、

豊
か
な
情
操
を
育
む
た
め
に
、
市
内
の
各
施

設
を
無
料
化
し
、
学
校
教
育
の
中
に
位
置
づ

け
す
る
様
な
、
教
育
委
員
会
の
積
極
的
な
関

わ
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
が
、
美
術
、
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、
策

定
中
の
文
化
振
興
計
画
の
中
で
も
大
き
な
目

標
で
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
学
習
を
推
進
す
る

た
め
に
も
、
市
内
の
小
中
学
生
は
、
全
館
無

料
に
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

新
し
い
安
曇
野
市
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

自
主
財
源
の
確
保
と
産
業
の
振
興
、
雇
用
の

安
定
等
を
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
、
希
望
の

持
て
る
安
曇
野
市
を
目
指
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市
長
の
諮
問
機
関
に
つ
い
て

○
行
政
改
革
に
つ
い
て
（
事
業
仕
分
、
タ
テ

割
り
行
政
の
弊
害
、
職
員
採
用
）

○
自
主
財
源
に
つ
い
て
（
市
税
、た
ば
こ
税
）

○
公
共
事
業
（
道
路
、
水
路
改
修
整
備
）

○
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て
（
市
営
球
場
）リトルリーグ信越夏季大会（西穂高グランド）現在の穂高学校給食センター

市
政
運
営
と
今
後
の
安
曇
野
市
の

展
望
に
つ
い
て

高　

山　

一　

栄

（
信
進
ク
ラ
ブ
）

大　

月　

晃　

雄

（
新
生
会
）

安
曇
野
市
文
化
振
興
計
画
に
つ
い
て

青　

嶋　

智　

隆

（
し
ん
風
会
）

地
域
審
議
会
の
役
割
と
今
後
及
び
、

市
民
債（
仮
称
）に
つ
い
て浜　

　

昭　

次
（
平
）穂高地域審議会風景
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問　

変
則
交
差
点
の
改
良
と
し
て
、
特
に
大

型
農
道
交
差
点
「
堀
金
」
は
こ
こ
2
カ
年
で

人
身
事
故
7
件
、
物
損
事
故
22
件
発
生
し
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
ス
タ
ン
ド
が
移
転
し
好
機
と
と

ら
え
る
が
考
え
を
伺
う
。

市
長　
「
堀
金
」
の
交
差
点
は
常
に
危
険
を

感
じ
て
お
り
、
安
曇
野
建
設
事
務
所
に
改
善

整
備
を
要
望
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
や
関

係
す
る
地
区
住
民
と
協
議
し
、
県
に
調
査
費

を
お
願
い
す
る
よ
う
実
現
に
む
け
努
力
す

る
。

問　

産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
に
つ
い
て

今
一
番
懸
念
さ
れ
る
の
は
①
有
害
物
質
の
飛

散
対
策
、
臭
気
・
騒
音
対
策
、
地
下
水
汚
濁

対
策
②
農
産
物
風
評
被
害
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
近
隣
7
カ
所
で
粉
塵
の
検
査
を
し
て
い
る

が
有
害
物
質
の
検
査
は
で
き
る
の
か
。ま
た
、

地
下
水
調
査
は
安
曇
野
市
で
28
カ
所
、三
郷
・

堀
金
で
6
カ
所
実
施
し
て
い
る
が
有
害
物
質

の
検
査
は
で
き
る
か
。

市
民
環
境
部
長　

今
、
市
で
は
8
カ
所
粉
塵

の
調
査
を
周
辺
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。
成
分

調
査
は
県
と
協
議
し
対
応
し
た
い
。
地
下
水

は
成
分
調
査
し
て
い
る
。

問　

鳴
沢
川
の
河
川
敷
は
通
行
不
可
、
駐
車

禁
止
は
で
き
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

鳴
沢
川
は
河
川
法
の
適
用

を
受
け
な
い
普
通
河
川
で
、
安
曇
野
市
法
定

外
公
共
物
管
理
条
例
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い

る
。
公
共
物
で
あ
り
使
用
の
制
限
は
し
て
い

な
い
。
今
後
堤
防
使
用
に
よ
り
損
傷
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
通
行
禁
止
も
考
え
る
。

問　

地
下
水
汚
濁
に
つ
い
て
、
廃
水
は
下
水

道
と
さ
れ
て
い
る
が
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ
・

重
金
属
等
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
廃
水
前
の
雑
排
水
処
理
槽
、
油
水
分
離

槽
で
水
質
検
査
で
き
る
か
。

上
下
水
道
部
長　

下
水
道
法
で
は
水
質
汚
濁

防
止
法
と
同
様
の
水
質
規
制
が
あ
る
。
特
定

施
設
の
排
水
は
汚
濁
の
特
性
に
応
じ
た
除
外

施
設
を
設
置
し
、
基
準
に
適
合
す
る
前
処
理

を
し
下
水
道
に
流
す
。
立
ち
入
り
検
査
や
水

質
検
査
を
定
期
的
に
行
い
、
水
質
を
5
年
間

保
存
し
開
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

問　

雨
水
に
ま
じ
り
屋
根
、
作
業
場
等
の
有

害
物
質
が
地
下
浸
透
さ
れ
な
い
か
。
ま
た
、

浸
透
枡
の
水
質
検
査
は
で
き
る
か
。

市
民
環
境
部
長　

雨
水
は
廃
棄
物
に
接
す
る

こ
と
な
く
排
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
検
査
は
県

と
共
同
し
て
行
う
。

問　

8
月
27
日
に
宮
崎
県
が
口
蹄
疫
に
対
す

る
終
息
宣
言
を
し
た
。
発
生
農
場
数
２
９
２

農
場
、
牛
、
豚
、
山
羊
、
羊
28
万
９
０
０
０

頭
が
殺
処
分
さ
れ
埋
却
さ
れ
た
。
１
９
９
８

年
オ
ラ
ン
ダ
の
豚
コ
レ
ラ
、
９
０
０
万
頭
、

２
０
０
１
年
イ
ギ
リ
ス
の
口
蹄
疫
４
０
０
万

頭
。こ
れ
に
比
べ
た
ら
１
桁
少
な
い
数
字
だ
。

し
か
し
尋
常
な
数
字
で
は
な
い
。
家
畜
の
伝

染
病
は
伝
染
力
が
強
く
、
初
動
動
作
を
誤
る

と
大
惨
事
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

安
曇
野
市
の
畜
産
農
家
49
戸
、
5
万
９
８

０
０
余
頭
、
過
密
飼
育
に
な
っ
て
い
る
安
曇

野
市
の
畜
産
農
家
に
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し

た
な
ら
ば
、
安
曇
野
市
の
畜
産
、
ま
た
畜
産

に
か
か
わ
る
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
だ

と
考
え
る
。
同
時
に
、
三
郷
堆
肥
セ
ン
タ
ー

維
持
、
臭
気
対
策
等
々
3
億
円
近
く
の
投
入

さ
れ
た
税
金
が
水
泡
に
帰
す
こ
と
に
な
る
。

宮
崎
か
ら
得
た
教
訓
と
畜
産
疾
病
に
対
す
る

考
え
を
伺
う
。

市
長　

宮
崎
県
で
は
徹
底
し
た
防
疫
処
置
に

よ
り
被
害
が
宮
崎
県
外
へ
拡
大
す
る
こ
と
な

く
8
月
27
日
に
終
息
宣
言
が
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
国
内
に
お
い
て
は
新
た
な
疑
似
患
畜
の

発
生
が
な
い
も
の
の
、
中
国
を
は
じ
め
他
の

国
々
で
も
発
生
が
継
続
し
て
い
る
。
引
き
続

き
侵
入
防
止
対
策
等
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ

る
。
安
曇
野
市
と
し
て
、
次
亜
塩
素
酸
消
毒

液
を
市
内
全
畜
産
農
家
に
配
布
す
る
な
ど
、

市
独
自
の
畜
産
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。

農
林
部
長　

家
畜
伝
染
病
の
う
ち
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
口
蹄
疫
、
牛
海
綿
脳

症
、
そ
れ
ら
に
総
合
的
に
対
応
す
る
形
の
迅

速
な
行
動
を
目
標
に
し
て
初
動
防
疫
体
制
を

示
し
た
構
図
、
情
報
の
伝
達
経
路
等
を
フ
ロ

ー
で
示
し
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
る
。

　

患
畜
ま
た
は
疑
似
患
畜
の
焼
却
、
埋
却
に

つ
い
て
は
畜
産
農
家
の
敷
地
内
、
近
接
し
た

用
地
確
保
が
必
要
。

問　

市
独
自
の
畜
産
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

か
す
、
想
定
を
し
た
机
上
訓
練
の
実
施
は
。

農
林
部
長　

松
本
圏
域
と
か
、
連
帯
し
た
取

り
組
み
を
模
索
し
な
が
ら
実
際
に
動
い
て
み

る
こ
と
は
大
事
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市
自
前
の
畜
産
飼
料
、
餌
料
づ
く
り

○
市
の
小
学
児
童
教
育
に
か
か
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
つ
い
て

○
市
職
員
の
適
正
配
置
と
人
財
活
用

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
負
担
に
つ
い
て

猪 
狩　

久 

美 

子

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）

問　

安
曇
野
赤
十
字
病
院
を
市
と
し
て
ど
う

位
置
付
け
る
の
か
。
新
病
院
建
設
に
対
し
て

約
34
億
６
０
０
０
万
円
を
補
助
し
、
市
は
経

営
審
議
会
に
も
出
席
し
て
い
る
の
で
伺
う
。

市
長　

経
営
の
健
全
化
を
進
め
、
近
隣
の
病

院
や
診
療
所
と
の
関
係
強
化
を
は
か
り
、
医

療
機
能
の
充
実
、
高
度
化
等
に
よ
り
市
の
中

核
病
院
と
し
て
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療

機
関
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

問　

7
月
１
日
に
新
病
院
が
開
院
し
た
。
移

転
後
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

療
養
環
境
が
改
善
し
た
こ

と
に
よ
り
、
入
院
患
者
数
は
前
年
同
月
よ
り

８
０
０
人
、
13
・
8
％
増
加
し
た
。

　

外
来
患
者
延
べ
数
は
前
年
同
月
比
で
若
干

減
少
し
て
い
る
。

問　

地
元
で
の
出
産
や
治
療
を
望
む
声
は
大

変
大
き
い
。
産
婦
人
科
医
師
の
招
聘
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

市
の
み
で
な
く
近
隣
の
市
町
村
の
要

望
も
強
い
。
安
曇
野
赤
十
字
病
院
は
も
と
よ

り
、
県
立
こ
ど
も
病
院
、
信
大
医
学
部
、
県

の
衛
生
部
等
、お
願
い
や
連
携
を
し
て
い
る
。

　

特
に
病
院
の
場
合
は
最
低
で
も
3
名
の
医

師
が
必
要
で
、大
変
加
重
労
働
で
あ
る
こ
と
、

訴
訟
問
題
が
大
き
い
等
、
産
婦
人
科
を
目
指

す
医
師
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
も
あ
り
、
極

め
て
厳
し
く
深
刻
な
状
況
に
あ
る
が
、
積
極

的
に
医
師
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

問　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
女
性
医

師
の
現
場
復
帰
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
も
勤
務
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
。
助
産
師
の
皆
さ
ん
と
も

連
携
し
、
少
し
で
も
前
進
す
れ
ば
と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
熊
、
猿
、
対
策
に
つ
い
て

○
子
宮
頸
ガ
ン
予
防
ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い

て

健やかに育てあづみっ子

問　

こ
の
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
定
期

的
に
行
う
検
診
と
い
う
二
重
構
え
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
し
か
し
ワ
ク
チ
ン
を
半

年
間
に
3
回
接
種
す
る
費
用
は
4
～
6
万
円

も
か
か
り
10
代
前
半
の
少
女
の
接
種
は
親
の

経
済
力
や
知
識
の
格
差
で
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。こ
う
し
た
格
差
が
生
ま
れ

な
い
よ
う
公
費
負
担
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
9

月
議
会
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負
担
を
求

め
る
請
願
署
名
が
提
出
さ
れ
福
祉
教
育
委
員

会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
も
よ
う
や
く
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
助

成
事
業
費
１
５
０
億
円
の
予
算
要
求
を
出
し

た
。
6
月
以
降
検
討
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
検
討
内
容
と
今
回
出
さ
れ
て
い
る
請
願
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

国
、
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
様
々
な
想
定
を
し
て
い
き
た
い
。
仮
に
助

成
と
な
る
と
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
国
、

県
、市
3
分
の
１
ず
つ
の
負
担
で
で
き
る
か
、

10
～
14
歳
ま
で
接
種
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

希
望
者
だ
け
に
す
る
の
か
、
国
と
市
で
助
成

し
一
部
は
自
己
負
担
に
す
る
の
か
等
、
具
体

的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
20
歳
以
上
の
が
ん
検
診
と
10
歳
代
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
両
輪
で
子
宮
頸
が
ん
予
防
対
策

を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
取
組
み
と
し
て
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
乳
児
検
診
時
、
参
加
さ
れ

た
お
母
さ
ん
に
配
る
と
と
も
に
成
人
式
に
も

配
布
す
る
予
定
だ
。

市
長　

市
議
会
の
採
択
、
意
見
と
い
う
も
の

は
、
市
民
を
代
表
す
る
意
見
な
の
で
、
慎
重

に
受
け
止
め
る
。
市
民
の
健
康
を
守
る
こ
と

は
、
医
療
費
の
総
額
抑
制
に
も
つ
な
が
る
課

題
だ
。
何
を
優
先
す
べ
き
か
を
精
査
し
、
財

政
に
見
合
っ
た
施
策
展
開
が
重
要
だ
。
新
年

度
に
向
け
て
十
分
前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
穂
高
南
小
学
校
前
踏
切
の
改
良
に
つ
い
て子宮頸がん啓発チラシ

安
曇
野
の
畜
産
に
対
す
る

防
疫
対
応
に
つ
い
て

内　

川　

集　

雄
（
平
）

安
曇
野
赤
十
字
病
院
に

産
婦
人
科
医
師
の
招し

ょ
う
へ
い聘
を平　

林　

徳　

子

（
新
生
会
）

大
型
農
道
「
堀
金
」
交
差
点
改
良
は

黒　

岩　

宏　

成

（
信
進
ク
ラ
ブ
）
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問　

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、社
協
）
は
、

社
会
福
祉
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
「
民

間
の
社
会
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
民
間
組

織
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
安
曇
野

市
の
実
態
を
見
る
と
、
本
来
の
非
営
利
事
業

の
割
合
は
30
㌫
弱
に
過
ぎ
ず
、
残
り
は
介
護

事
業
で
あ
る
。
介
護
事
業
の
売
上
は
8
億
６

０
０
０
万
円
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
か

ら
一
億
円
近
い
補
助
金
も
出
て
い
る
。
簡
単

に
い
う
と
社
協
に
は
2
つ
の
顔
が
あ
る
と
言

え
る
。
ひ
と
つ
は
30
㌫
弱
の
非
営
利
活
動
。

も
う
ひ
と
つ
は
指
定
管
理
者
と
し
て
行
っ
て

い
る
介
護
事
業
。
な
の
に
総
務
部
は
ひ
と
つ

で
あ
る
。
と
て
も
分
か
り
に
く
い
組
織
だ
と

思
う
。
介
護
事
業
者
と
し
て
努
力
し
利
益
を

上
げ
る
の
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
。し
か
し
、

市
民
に
分
か
り
に
く
い
形
態
で
は
な
い
か
。

市
と
し
て
は
社
協
が
民
間
組
織
な
の
で
色
々

言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
非
営
利
活
動

と
介
護
事
業
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
す
る

よ
う
、
介
護
事
業
の
名
称
変
更
な
ど
、
ア
ド

バ
イ
ス
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
と
し
て
は
社
協
に
意
見
を
言
う
立

場
に
は
な
い
。
し
か
し
市
は
補
助
金
を
出
し

て
お
り
、意
見
交
換
は
必
要
で
あ
る
と
共
に
、

市
民
が
混
乱
の
無
い
よ
う
情
報
の
提
供
の
仕

方
に
つ
い
て
工
夫
を
求
め
て
行
き
た
い
。

問　

三
郷
北
小
倉
地
区
で
増
田
建
設
産
業
が

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
敷
地
の
す
ぐ
外
の
水
た
ま
り
か
ら
、
国
の

定
め
る
地
下
浸
透
水
の
基
準
限
度
０
・
２
Ｐ

Ｐ
Ｍ
を
上
回
る
０
・
５
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
の
亜
硝

酸
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
。
事
業
所
の
運
営
に

不
安
を
抱
く
地
元
の
女
性
た
ち
が
測
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
水
が
安
曇
野
市
の

地
下
へ
静
か
に
浸
透
し
て
い
る
。
市
は
当
該

事
業
所
内
部
の
汚
水
処
理
状
況
を
把
握
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
何
か
対
策
は
取
っ
て
い
る

か
。

市
民
環
境
部
長　

事
業
所
内
部
の
汚
水
処
理

に
つ
い
て
は
水
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
雨
水
が
施
設
の
場
外
へ
流
出
し
て
い
る

こ
と
は
確
認
し
て
お
り
、
排
出
し
な
い
よ
う

業
者
に
強
く
指
導
す
る
。
亜
硝
酸
窒
素
の
検

出
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在
裁
判
係
争
中
の

案
件
な
の
で
、答
弁
は
控
え
た
い
。
し
か
し
、

事
業
所
周
囲
で
の
測
定
は
考
え
て
い
る
。
時

期
を
見
て
実
施
し
た
い
。

問　

市
長
当
選
時
、
現
場
主
義
を
唱
え
た
中

で
、
新
庁
舎
建
設
問
題
が
最
大
の
争
点
で
あ

っ
た
。
必
要
最
小
限
及
び
現
在
あ
る
物
を
使

っ
て
い
く
、
と
公
約
し
た
内
容
で
、
当
時
60

億
円
と
い
う
も
の
が
現
在
79
億
８
０
０
０
万

円
に
膨
れ
上
っ
た
理
由
を
伺
う
。

市
長　

平
林
市
政
当
時
、
資
料
等
を
見
て
も

あ
く
ま
で
も
仮
定
の
事
業
費
、
架
空
の
事
業

費
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て

い
た
。
設
計
監
理
費
、
外
構
工
事
費
、
造
成

費
、
備
品
や
移
転
の
事
業
費
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
工

事
単
価
も
60
億
円
時
は
本
体
工
事
単
価
が
平

米
当
た
り
約
27
万
円
、
今
回
示
し
た
工
事
単

価
は
約
35
万
円
と
い
う
こ
と
で
見
積
ら
れ
て

い
た
。

問　

新
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
本
当
に

適
地
な
の
か
ど
う
か
。
こ
の
場
所
は
文
化
ゾ

ー
ン
で
あ
り
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

で
あ
る
。
そ
れ
を
五
段
階
引
き
上
げ
て
第
二

種
住
居
地
域
と
す
る
案
が
示
さ
れ
た
が
、
県

の
都
市
計
画
審
議
会
に
か
け
た
場
合
同
意
が

取
れ
る
の
か
ど
う
か
。不
可
能
な
場
合
に
は
、

代
替
案
を
私
は
考
え
て
い
る
。
現
実
的
に
堀

金
総
合
支
所
及
び
県
合
同
庁
舎
に
そ
れ
ぞ
れ

増
築
を
し
、
二
カ
所
利
用
の
方
法
が
現
実
的

で
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
周
辺
が
現
況
に
合
わ
な
い
地
域
と

い
う
事
で
、
美
術
館
等
も
建
築
許
可
に
よ
り

建
設
が
で
き
た
地
域
で
あ
り
、
以
前
か
ら
県

と
の
協
議
の
中
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
菜
園
関
連
訴
訟
上
告
に
つ
い
て

○
安
曇
野
赤
十
字
病
院
の
財
政
状
況
に
つ
い

て

本庁舎建設予定地（豊科近代美術館周辺）

問　
「
安
曇
野
市
宿
泊
施
設
等
の
あ
り
方
に

関
す
る
報
告
書
」
の
検
討
対
象
が
出
資
法
人

の
見
直
し
か
ら
、
公
共
施
設
の
効
果
的
利
用

に
か
わ
っ
た
理
由
は
。

市
長　

市
が
所
有
す
る
宿
泊
施
設
を
管
理
運

営
し
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
に
関
す
る
諸
問

題
を
、職
員
を
中
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、

役
員
体
制
の
見
直
し
、
指
定
管
理
者
の
公
募

の
実
施
、
納
付
金
の
算
定
方
法
の
統
一
及
び

特
定
目
的
基
金
の
統
合
の
改
革
を
進
め
て
い

る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
は
住
民
合
意
で
あ

っ
た
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
。
来
年
8
月
頃

ま
で
に
ま
と
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

問　

行
財
政
改
革
大
綱
の
実
施
計
画
に
よ
り

類
似
の
第
三
セ
ク
タ
ー
統
廃
合
は
進
め
る
か
。

総
務
部
長　

実
施
計
画
に
基
づ
き
23
年
度
か

ら
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問　

修
繕
費
用
に
充
て
る
た
め
納
付
金
を
原

資
と
し
た
、
特
定
目
的
基
金
を
平
成
24
年
度

に
設
置
し
、
既
存
の
基
金
は
24
年
度
末
ま
で

に
廃
止
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
。

総
務
部
長　

改
修
等
に
よ
る
資
産
の
扱
い
も

あ
り
、
宿
泊
施
設
は
計
画
的
に
、
市
と
し
て

整
理
、
改
修
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

既
存
の
基
金
は
廃
止
し
、
あ
ら
た
に
特
定
目

的
基
金
と
し
て
統
一
の
方
向
で
あ
る
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
の
当
初
の
目
的
に
対

す
る
評
価
と
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
一
般
公
募

の
弊
害
な
ど
の
考
え
は
。

総
務
部
長　

指
定
期
間
等
大
き
な
課
題
が
あ

る
。
非
公
募
か
ら
公
募
へ
の
変
更
に
つ
い
て

詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。
予
算
編
成
等
を
含
め
非
常
に
重

要
な
「
実
施
計
画
」
を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ

け
と
し
て
い
る
か
。

市
長　

総
合
計
画
の
基
本
構
想
や
基
本
計
画

を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
毎
年
度
の
予
算
編

成
及
び
、
事
業
実
施
の
指
針
と
す
る
具
体
的

な
事
業
計
画
を
示
し
て
い
る
。
緊
急
施
策
等

の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
は
計
画
変
更
も
可

能
な
も
の
と
し
て
い
る
。
議
会
が
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
く
中
で
実
施
計
画
に
反
映
さ

せ
て
い
る
。

問　

実
施
計
画
に
基
づ
い
て
の
成
果
、
予
算

付
け
へ
の
考
え
は
。

市
長　

今
ま
で
3
年
間
の
計
画
で
あ
っ
た

が
、
27
年
度
ま
で
の
5
年
間
の
計
画
策
定
を

考
え
て
い
る
。
議
員
、
会
派
、
委
員
会
の
意

見
を
尊
重
し
て
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

問　

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
朝
の
10
分

間
読
書
、
読
み
聞
か
せ
等
、
子
ど
も
の
読
書

活
動
の
推
進
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。ま
た
、

読
書
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
は
。

教
育
長　

朝
の
10
分
間
読
書
は
、
小
学
校
は

毎
朝
が
8
校
、
ほ
か
は
ほ
ぼ
週
3
日
以
上
、

中
学
校
で
は
、
受
験
期
を
控
え
た
時
期
に
朝

ド
リ
ル
に
切
り
か
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
小
中
学
校
を
と
お
し
て
朝
読
書

の
習
慣
化
が
で
き
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

読
み
聞
か
せ
は
、
小
学
校
で
は
全
学
校
で
週

１
回
、
中
学
校
で
は
教
科
学
習
や
行
事
の
事

前
学
習
の
た
め
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
機
会

は
減
る
傾
向
に
あ
る
。

　

昨
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
10
団
体
94
人
が

学
校
、
図
書
館
、
保
育
園
等
に
も
入
っ
て
活

動
し
た
。
市
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
情
報
交
換
が
で
き
る
合
同
会
議
の

場
の
提
供
や
、
朗
読
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
講
師
を
招
い
て
の
研
修
や
講
座
等
を
開

催
し
て
い
る
。

問　

子
ど
も
の
読
書
推
進
に
対
す
る
市
の
支

援
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

読
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
国
語
力
、

知
識
、
読
解
力
等
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
科
の
基

礎
学
力
と
し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
読

書
に
よ
り
育
ま
れ
た
情
操
や
思
い
や
り
は
、

子
ど
も
の
心
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
持
つ

と
考
え
る
。
市
と
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
推

進
に
対
し
て
整
備
を
し
っ
か
り
進
め
て
い

く
。

〔
要
望
〕　

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
小
学
校
新
入
児
童
へ
の
贈
本
）
を
提
案

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市
の
宿
泊
施
設
の
あ
り
方

○
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
の
取
り
組
み

穂高北小学校図書館

安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て山　

地　

重　

雄

（
無
所
属
）

宮
沢
市
政
の
一
年
を
振
り
返
り
、

公
約
は
ど
の
程
度
果
せ
た
か

吉　

田　

満　

男

（
無
所
属
）

市
の
出
資
法
人
等
の
あ
り
方
の

課
題
に
つ
い
て

松　

尾　
　

宏
（
平
）

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
充
実
の
た
め

に
最
大
限
の
支
援
を

松　

森　

幸　

一

（
公
明
党
）
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問　

安
曇
野
菜
園
に
関
す
る
東
京
高
裁
の
判

決
が
下
さ
れ
た
。
市
は
最
高
裁
へ
上
告
す
る

こ
と
を
決
め
た
が
、
市
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
の

選
択
が
時
間
切
れ
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

会
社
が
倒
産
し
、
清
算
と
も
な
れ
ば
、
そ
の

影
響
は
大
き
い
。
市
は
追
加
的
支
援
の
考
え

が
あ
る
の
か
。

市
長　

7
期
の
決
算
状
況
は
、
経
営
陣
の
刷

新
や
技
術
者
の
導
入
に
よ
る
現
場
の
努
力
に

よ
り
業
績
が
向
上
し
、
若
干
の
黒
字
が
期
待

で
き
る
。
し
か
し
、
経
営
状
況
は
依
然
厳
し

く
、
当
初
予
算
に
計
上
し
た
施
設
使
用
料
の

免
除
に
つ
い
て
、
改
め
て
議
会
に
相
談
し
た

い
。
こ
れ
は
判
決
に
よ
り
、
行
政
財
産
の
貸

付
で
な
く
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
た
め
で
も
あ

る
。
一
方
、
会
社
は
金
融
機
関
か
ら
新
た
な

融
資
が
望
め
な
い
状
況
で
あ
り
、
事
業
継
続

が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
停
止

と
な
る
と
、
14
億
円
を
超
え
る
市
の
財
政
負

担
が
生
じ
、
且
つ
、
１
０
０
人
の
雇
用
が
奪

わ
れ
る
。
市
民
や
議
会
の
理
解
を
得
て
、
何

ら
か
の
新
た
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
の
展
開
に
よ
っ
て
は
様
々
な
問
題

が
出
て
く
る
と
思
う
。そ
れ
ら
の
対
処
方
針
、

し
っ
か
り
と
し
た
シ
ナ
リ
オ
を
持
っ
て
お
く

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

農
林
部
長　

民
間
へ
の
譲
渡
の
考
え
が
あ

る
。菜
園
の
事
業
の
み
を
譲
渡
す
る
場
合
や
、

施
設
の
所
有
権
を
も
含
め
て
譲
渡
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。
農
地
の
取
得
、
と
い
う
ケ
ー

ス
で
は
、
農
業
生
産
法
人
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
と
譲
渡
先
に
な
り
得
な
い
。
で
き

る
だ
け
市
民
負
担
を
軽
減
し
、
雇
用
を
維
持

す
る
方
向
で
検
討
し
、
そ
の
道
を
精
一
杯
追

求
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
本
庁
舎
等
建
設
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て

問　

市
長
は
就
任
時
に
「
安
曇
野
が
踊
る
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
そ
の
中
で
有

明
温
泉
と
融
合
し
た
滞
在
型
観
光
振
興
を
図

る
と
表
明
し
て
い
る
。
穂
高
地
域
審
議
会
は

21
年
3
月
に
「
温
泉
を
活
用
し
た
福
祉
・
リ

ハ
ビ
リ
等
の
施
設
・
健
康
増
進
を
図
る
施
設

も
検
討
さ
れ
た
い
」と
提
言
し
て
い
る
。
就

任
後
10
カ
月
余
り
た
っ
て
い
る
が
温
泉
を
活

用
し
て
こ
れ
を
具
体
化
す
る
の
に
ど
の
よ
う

な
指
示
を
し
て
今
ま
で
進
め
て
い
る
か
。

市
長　

し
ゃ
く
な
げ
荘
周
辺
整
備
と
温
泉
利

用
に
つ
い
て
は
本
年
度
検
討
委
員
会
を
組
織

し
温
泉
を
利
用
し
た
活
性
化
策
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
整
備
を
す
べ
き
な
の
か
具
体
的
な

検
討
を
始
め
る
。
温
泉
郷
を
含
め
て
癒
し
と

か
健
康
づ
く
り
、
医
療
関
係
等
と
連
携
を
す

る
福
祉
の
充
実
に
寄
与
で
き
る
環
境
整
備
が

で
き
れ
ば
と
思
う
。

問　

来
年
４
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説「
お
ひ
さ
ま
」の
ロ
ケ
地
に
安
曇
野
市
が
要

請
さ
れ
た
。
ロ
ケ
地
と
し
て
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
す
た
め
に
安
曇
野
市
は
観
光
の
目
玉

と
し
て
何
を
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

満
願
寺
か
ら
信
濃
坂
に
抜
け
る
林
道
北
沢
線

の
観
光
面
へ
の
利
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

商
工
観
光
部
長　

安
曇
野
を
ど
の
よ
う
に
売

り
出
し
て
い
く
か
は
広
報
展
開
や
広
告
等
を

担
当
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。
安
曇
野
は
何

を
一
番
売
り
込
む
事
が
で
き
る
か
、
商
品
化

に
つ
い
て
は
関
係
団
体
と
話
し
合
い
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
北
穂
高
青
木
花
見
地
域
の
開
発
手
続
き
に

対
す
る
市
長
の
対
応
に
つ
い
て

○
特
養
老
施
設
の
入
居
希
望
待
機
者
を
無
く

す
た
め
の
解
決
策
に
つ
い
て

林道北沢線から望む常念岳

改善が待たれる菜園の収益

問　

平
成
13
年「
第
四
次
三
郷
村
総
合
計
画
」

に
策
定
さ
れ
た
三
郷
南
部
地
区
広
域
農
道
沿

い
の
商
業
開
発
が
土
地
利
用
制
度
の
中
で
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
さ
れ
、
将
来
的
に
ど
の

よ
う
に
し
た
い
の
か
。

市
長　

こ
の
地
域
は
近
隣
市
町
村
か
ら
の
交

通
の
利
便
性
も
よ
く
、
計
画
的
か
つ
良
質
な

住
宅
地
の
形
成
に
な
っ
て
お
り
、
商
業
施
設

の
集
約
を
図
っ
て
い
く
地
域
と
捉
え
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
周
辺
は
田
園
地
帯
の

た
め
農
振
法
等
の
規
制
が
厳
し
く
な
っ
た
こ

と
や
、
過
去
の
ほ
場
整
備
に
よ
る
裁
判
闘
争

な
ど
に
よ
り
農
地
転
用
が
遅
れ
、
時
期
を
逸

し
た
感
が
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
隣
接
の
松

本
市
梓
川
地
域
は
市
街
化
調
整
区
域
と
い
う

位
置
づ
け
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
商
業

施
設
と
し
て
連
携
し
た
区
域
で
あ
る
の
で
、

開
発
条
件
が
整
え
ば
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問　

農
振
法
と
の
関
係
で
何
が
問
題
か
。

農
林
部
長　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
完
了

か
ら
8
年
が
ま
だ
経
過
し
て
い
な
い
農
地
で

あ
る
こ
と
。
例
外
的
な
規
定
と
し
て
農
振
法

27
号
計
画
か
ら
も
地
域
農
業
振
興
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
事
業
で
な
い
こ
と
が
理
由
で

あ
る
。
即
ち
、
地
域
農
業
の
振
興
に
重
点
を

問　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
安
曇
野
菜
園
は
失
敗

だ
っ
た
。
工
場
閉
鎖
、
整
理
な
ど
新
た
な
段

階
に
一
歩
進
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
民
負
担
の
軽
減
と
雇
用
の
維
持
の

観
点
で
民
間
農
業
法
人
へ
の
譲
渡
を
選
択
し

た
い
。

問　

公
益
性
、
当
市
の
農
業
振
興
、
雇
用
の

確
保
と
い
っ
た
会
社
設
立
当
初
の
使
命
を
果

た
し
た
と
い
え
な
い
。
財
政
援
助
制
限
法
第

3
条
違
反
と
東
京
高
裁
で
判
決
が
下
っ
た
。

上
告
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

市
長　

事
業
は
失
敗
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
が
、
過
去
の
責
任
を
追
及
す
る
よ
り
、
現

状
打
開
の
た
め
、
司
法
の
最
終
判
断
を
仰
ぐ

べ
く
最
高
裁
へ
上
告
し
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
税
の
市
民
負
担
が
重

く
、
軽
減
で
き
る
よ
う
施
策
を
講
ず
る
べ
き

だ
。

市
長　

医
療
費
の
動
向
と
基
金
残
高
の
状
況

で
保
険
税
率
を
見
極
め
た
い
。
平
成
25
年
度

に
は
後
期
高
齢
者
医
療
と
国
保
を
含
め
た
医

療
制
度
改
革
が
あ
り
、
全
国
市
長
会
や
国
保

制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
な
ど
で
市
民
負
担

の
軽
減
の
要
望
を
し
て
い
る
。

問　

災
害
、
貧
困
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
が

置
い
た
施
設
で
な
け
れ
ば
法
律
的
に
ク
リ
ア

で
き
な
い
。

問　

農
振
法
、
農
地
法
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
実
行
で
き

な
い
の
で
は
。

都
市
建
設
部
長　

土
地
利
用
に
関
す
る
条
例

で
、
事
業
の
可
否
を
判
断
す
る
仕
組
み
と
し

て
、
特
定
開
発
事
業
の
認
定
等
の
制
度
を
取

り
入
れ
な
が
ら
的
確
に
判
断
し
て
い
き
た

い
。
当
然
、
法
令
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る

の
が
前
提
条
件
と
な
る
。

あ
れ
ば
市
長
の
裁
量
で
減
免
す
る
と
い
う
市

長
条
項
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長　

災
害
時
に
関
す
る
規
則
で

３
０
０
万
円
の
減
免
措
置
は
あ
る
。
保
険
税

は
受
益
者
負
担
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
理

解
し
て
ほ
し
い
。

問　

資
格
証
明
書
、
短
期
保
険
証
の
発
行
が

当
市
は
県
下
で
も
多
い
方
で
あ
る
。
発
行
し

な
い
自
治
体
に
学
ん
で
当
市
の
裁
量
を
発
揮

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長　

資
格
証
明
書
、
短
期
保
険

証
は
規
定
に
基
づ
い
て
発
行
し
て
お
り
、
理

解
し
て
ほ
し
い
。

三郷南部地区広域農道沿いの商業ゾーン

養液栽培で赤く実ったトマトを仕分け

有
明
温
泉
資
源
と
融
合
し
た

滞
在
型
観
光
へ
の
取
り
組
み
は

荻　

原　

勝　

昭

（
無
所
属
）

安
曇
野
菜
園
問
題
処
理
は
、

裁
判
の
影
響
で
時
間
切
れ
か

丸　

山　

祐　

之
（
平
）

三
郷
南
部
地
区
広
域
農
道
沿
い
の

商
業
開
発
は
実
現
で
き
る
の
か

小 

松　

洋 

一 

郎

（
し
ん
風
会
）

安
曇
野
菜
園
の
閉
鎖
、
自
治
体
ビ
ジ

ネ
ス
の
失
敗
と
教
訓
は下 

里　

喜 

代 

一

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）
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問　

発
達
障
が
い
は
、
親
の
し
つ
け
と
か
愛

情
と
は
何
ら
関
係
な
く
、
生
ま
れ
つ
き
脳
の

中
枢
神
経
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と

が
原
因
で
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
社
会
的
理
解
が
不
十
分
で
あ
る

た
め
、
本
人
及
び
家
族
は
精
神
的
負
担
が
大

き
い
。
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改

善
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
改
善
を
し
、
小
学

校
入
学
ま
で
に
、
ど
こ
ま
で
改
善
さ
れ
る
か

が
人
生
を
左
右
す
る
。松
本
市
に
は
あ
る
が
、

安
曇
野
市
に
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
、

ぜ
ひ
と
も
要
望
す
る
。

市
長　

発
達
障
が
い
児
を
含
む
障
が
い
を
も

っ
て
い
る
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
成
長

を
し
て
就
労
す
る
ま
で
を
支
援
す
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
、
関
係
課
で
現
在
検
討
に
入

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
が
単
独
で
療
育
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
た
め
に
は
、
理
学
療
法

士
等
専
門
性
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
対

応
が
で
き
る
専
門
職
の
確
保
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
中
信
地
区
各

市
村
も
、
単
独
で
開
設
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
松
本
地
域
の
8
市
村
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
、
社
会
福
祉
法
人
等
で
構
成
す
る

松
本
圏
域
の
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

問　

安
曇
野
市
本
庁
舎
等
建
設
基
本
計
画
策

定
補
助
業
務
の
企
画
競
争（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
）

に
つ
い
て
、
公
正
性
が
疑
わ
れ
る
ず
さ
ん
な

手
続
で
行
わ
れ
た
形
跡
が
あ
っ
た
の
で
、
情

報
公
開
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
原
本
と
偽
っ
て

改
造
し
た
企
画
提
案
書
が
公
開
さ
れ
た
。
こ

れ
は
情
報
公
開
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
重

大
な
問
題
で
あ
り
、
市
民
の
信
頼
を
裏
切
る

も
の
で
あ
る
。
市
長
は
こ
の
事
実
を
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

市
長　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
初
歩

的
な
事
務
誤
り
で
あ
っ
た
。「
市
政
に
対
す

る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
」
と
い
う
情
報
公

開
制
度
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
失
落
し
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
申
し
わ
け
な
く

思
っ
て
い
る
。

問　

全
く
の
初
歩
的
な
事
務
誤
り
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
当
該
職
員
は
何
ら
か
の
処
分
を

受
け
た
の
か
。

市
長　

過
日
、
処
分
を
行
っ
た
。

問　

ミ
ス
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、こ
れ
は

公
文
書
偽
造
で
犯
罪
的
行
為
で
あ
る
。
単
な

る
指
導
的
処
分
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
。

市
長　

職
責
上
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
は
、
不
信
感
を
持
た
れ
て
も
し
か
た

は
、
県
に
対
し
て
松
本
圏
域
に
療
育
支
援
施

設
と
し
て
、
療
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
る
。市
と
し
て
も
、

松
本
地
域
8
市
村
と
力
を
合
わ
せ
、
松
本
圏

域
の
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
を
通
じ

て
、積
極
的
に
県
へ
働
き
か
け
を
し
な
が
ら
、

療
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
目
指
し
て
、
現
在

各
課
で
で
き
る
こ
と
に
最
大
限
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

問　

松
本
市
に
お
い
て
4
月
よ
り
ア
ル
プ
キ

ッ
ズ
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
作
業
療

法
士
等
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
保
育
の
現
場
に
赴

い
て
現
場
の
声
を
聞
き
、
適
切
な
指
導
を
す

る
支
援
で
あ
る
。
安
曇
野
市
も
同
様
な
支
援

は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
年
度
4
月
か
ら
児
童
保

育
課
に
保
育
専
門
員
、
保
健
師
を
配
置
し
、

各
保
育
園
を
巡
回
し
て
い
る
。
そ
れ
を
更
に

発
展
を
さ
せ
、
医
師
、
作
業
療
法
士
等
を
加

え
た
専
門
集
団
を
組
織
し
、こ
の
10
月
以
降
、

巡
回
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
発
達
障
が
い
児
の
支
援
の
流
れ
に
つ
い
て

○
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

な
く
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

問　

企
画
競
争
の
公
正
性
、
透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
の
今
後
の
方
策
は
。

企
画
財
政
部
長　

企
画
競
争
に
よ
る
業
者
選

定
は
、
こ
れ
ま
で
各
事
業
担
当
課
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
に
行
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
の
統
一

し
た
基
準
が
な
か
っ
た
。プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
企

画
競
争
）
実
施
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
、
速
や

か
に
作
成
し
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
菜
園
関
連
の
住
民
訴
訟
控
訴
審
の

判
決
に
つ
い
て

○
本
庁
舎
建
設
に
関
わ
る
住
民
意
思
の
確
認

に
つ
い
て

事実上の非公開に近いプロポーザル
の評価調書

オープンした安曇野赤十字病院 整備を待つしゃくなげ荘周辺の土地

問　

安
曇
野
市
宿
泊
施
設
あ
り
方
専
門
検
討

委
員
会
か
ら
答
申
が
あ
り
、
し
ゃ
く
な
げ
荘

廃
止
の
報
道
が
さ
れ
た
。
市
民
は
大
き
な
衝

撃
を
受
け
て
い
る
。
し
ゃ
く
な
げ
荘
は
天
然

温
泉
を
利
用
し
保
養
セ
ン
タ
ー
と
し
て
建
設

さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
も
入
浴
施
設
と
し
て

市
民
の
利
用
が
多
い
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
く

か
。

市
長　

し
ゃ
く
な
げ
荘
は
、
西
山
山
麓
の
開

発
拠
点
と
な
っ
た
シ
ン
ボ
ル
的
施
設
で
現
在

も
大
勢
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。
し
ゃ
く

な
げ
荘
周
辺
は
観
光
の
拠
点
で
あ
り
良
質
な

天
然
温
泉
が
あ
る
。
こ
れ
を
活
用
し
何
ら
か

の
施
設
は
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
長
期
的

な
展
望
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

市
は
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
と
ビ
フ
穂
高
と

の
連
携
し
た
施
設
配
置
を
計
画
し
土
地
を
購

入
し
て
あ
る
。
周
辺
整
備
と
土
地
の
有
効
活

用
の
考
え
は
。

商
工
観
光
部
長　

し
ゃ
く
な
げ
荘
を
中
心
と

し
た
一
帯
は
ア
ー
ト
ヒ
ル
ズ
、
美
術
館
、
旅

館
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
蕎
麦
屋
な
ど
観
光
資
源

が
あ
り
安
曇
野
の
観
光
拠
点
に
な
っ
て
い

る
。
温
泉
健
康
館
、
八
面
大
王
足
湯
、
ビ
フ

問　

な
ぜ
「
あ
る
も
の
を
使
い
、
最
小
限
度

の
庁
舎
建
設
」
の
公
約
が
建
物
だ
け
で
79
億

８
０
０
０
万
円
に
な
る
の
か
？
公
約
は
守
る

事
が
政
治
家
の
生
命
で
は
な
い
か
。

市
長　

公
約
の
立
場
で
、
市
民
の
ご
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
。
ベ
ス
ト
で
な

く
て
も
ベ
タ
ー
の
中
で
の
近
代
美
術
館
と
プ

ー
ル
跡
地
だ
。　

問　

市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
な
わ
な

い
と
す
れ
ば
、
自
信
が
な
い
か
ら
市
民
の
声

を
聞
こ
う
と
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
私
と
し
て
は
必

要
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

新
庁
舎
建
設
前
に
や
る
事
が
あ
る
。
保

育
園
、
小
中
学
校
の
建
設
大
規
模
改
修
。
正

規
、
非
正
規
の
職
員
問
題
、
生
活
保
護
問
題
、

国
民
健
康
保
険
税
の
値
下
げ
。
未
解
決
の
ト

マ
ト
工
場
問
題
、最
終
処
分
場
な
ど
が
あ
る
。

市
長　

小
規
模
特
養
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
。
滞
納

は
増
え
て
い
る
が
、
納
税
は
市
民
の
義
務
で

あ
る
。
生
活
保
護
は
ケ
ー
ス
で
相
談
す
る
。

問　

新
し
い
安
曇
野
赤
十
字
病
院
は
オ
ー
プ

ン
し
た
が
赤
字
は
な
く
な
ら
ず
、
お
金
は
出

し
た
が
呼
吸
器
科
も
産
科
も
医
師
は
来
て
い

穂
高
等
の
施
設
と
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
周
辺
整
備
検
討
委
員

会
を
今
年
度
中
に
組
織
し
て
関
係
者
の
意
見

を
集
約
し
、
行
政
と
し
て
構
想
を
ま
と
め
て

い
く
。
周
辺
に
は
市
及
び
土
地
開
発
公
社
所

有
の
土
地
2
万
１
６
０
０
㎡
が
あ
る
。
し
ゃ

く
な
げ
荘
等
の
土
地
を
加
え
る
と
3
万
９
０

０
０
㎡
ほ
ど
を
対
象
と
し
た
整
備
構
想
と
な

り
十
分
な
研
究
と
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
伝
統
産
業
の
天
蚕
飼
育
と
、
県
所
有
の
試

験
場
跡
地
、
飼
育
支
援
、
天
蚕
セ
ン
タ

ー
の
整
備
と
活
用
に
つ
い
て

な
い
。
安
曇
野
市
の
中
核
病
院
は
こ
れ
で
い

い
の
か
。
市
長
は
経
営
審
議
会
で
役
割
を
果

た
す
べ
き
だ
。
6
月
の
産
科
の
医
師
確
保
の

提
案
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

県
や
厚
労
省
と
相
談
し
医
師
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
主
体
的
に
は
赤
十
字

病
院
自
体
の
課
題
で
あ
り
努
め
で
あ
る
。

発
達
障
が
い
児
の
療
育
と

支
援
に
つ
い
て

藤　

原　

陽　

子

（
公
明
党
）

し
ゃ
く
な
げ
荘
と

そ
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て畠　

山　

倉　

光

（
信
進
ク
ラ
ブ
）

情
報
公
開
の
目
的
失
落

初
歩
的
な
事
務
誤
り
で
は
す
ま
ぬ

小　

林　

純　

子

（
無
所
属
）

市
の
借
金
は
９
３
３
億
円
、

新
庁
舎
建
設
前
に
や
る
事
が
あ
る

松　

澤　

好　

哲

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）



1617
安曇野市議会だより　第 20号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2010. 11. 3AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2010. 11. 3安曇野市議会だより　第 20号

17

問　

安
曇
野
市
は
、
6
市
町
村
で
構
成
す
る

穂
高
広
域
施
設
組
合
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
建
設
を
論
議
し
、
検
討
委
員
会
は
建

設
候
補
地
の
中
か
ら
、豊
科
田
沢
を
選
ん
だ
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
、
市
長
は
委
員
会
の
答

申
を
尊
重
す
る
と
答
え
た
。
田
沢
区
の
現
区

長
と
元
区
長
は
、
市
長
に
歩
み
寄
る
要
素
が

な
い
と
言
明
し
て
い
る
が
、
今
後
地
元
の
皆

さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

昨
年
11
月
に
検
討
委
員
会
か
ら
豊
科

田
沢
が
選
定
さ
れ
た
報
告
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
住
民
説
明
会
の
開
催
を
お
願
い
し
た

が
、
過
去
の
い
き
さ
つ
等
が
あ
り
、
説
明
会

を
開
催
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
粘
り
強
く
地

元
の
皆
さ
ん
方
に
説
明
会
の
開
催
を
お
願
い

し
、
過
去
の
こ
と
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、

お
詫
び
す
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
る
。
地
元

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
、
見
直
し
が
必

要
で
あ
れ
ば
十
分
に
時
間
を
か
け
、
組
合
の

議
会
、
理
事
者
等
に
相
談
し
て
慎
重
に
対
応

し
た
い
。

問　

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
市
外
あ
る

い
は
他
の
地
区
に
頼
ら
ず
、
自
区
内
処
理
が

基
本
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

市
長　

処
分
場
は
日
常
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
施
設
。
候
補
地
の
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
は
大
変
だ
が
、
手
順
を
踏
み
民
主
的
な

方
向
性
を
見
出
し
て
計
画
を
説
明
し
た
い
。

候
補
地
に
つ
い
て
は
、
原
点
に
戻
っ
て
再
度

検
討
し
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
態
も
生

ず
る
と
思
う
が
、
自
区
内
処
理
が
原
点
原
則

だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
本
庁
舎
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て穂高クリ－ンセンタ－

福祉バスで「ホントにありがたいんネ」

問　

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
以

来
、福
祉
活
動
等
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
。

所
在
不
明
の
高
齢
者
、
幼
児
虐
待
な
ど
目
に

余
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。
高
齢
者
や
一
人

暮
ら
し
の
確
認
、現
状
等
問
題
点
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者

の
所
在
確
認
は
で
き
て
い
る
。
65
歳
以
上
の

す
べ
て
の
高
齢
者
の
所
在
確
認
に
つ
い
て
は
、民

生
委
員
の
援
護
活
動
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
訪
問
等
対
応
し
て
い
る
が
、
個
々
に
一
軒

一
軒
は
物
理
的
に
不
可
能
に
近
い
。
地
域
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
構
築
を
と
思
う
。

問　

地
域
福
祉
は
信
頼
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
。
横
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
欠
か

せ
な
い
。
一
目
で
わ
か
る
連
絡
、
相
談
に
電

話
番
号
掲
載
の
案
内
版
の
作
成
と
配
布
を
。

健
康
福
祉
部
長　

全
戸
配
布
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
も
あ
る
。
い
ろ
ん
な
機
会
を
通
じ
て
啓
発

指
導
を
考
え
て
い
る
。

問　

福
祉
バ
ス
運
行
の
早
期
実
現
に
つ
い

て
、
前
議
会
で
、
12
月
を
目
途
に
一
定
の
方

向
性
を
出
し
た
い
と
答
弁
。
そ
の
進
捗
状
況

は
。

健
康
福
祉
部
長　

地
域
公
共
交
通
作
業
部

会
、
福
祉
バ
ス
検
討
委
員
等
で
運
行
状
況
の

問　

こ
の
施
設
は
、産
廃
中
間
処
理
と
し
て
、

堆
肥
化
・
廃
プ
ラ
圧
縮
梱
包
・
紙
類
の
圧
縮

梱
包
・
廃
油
処
理
・
金
属
プ
レ
ス
・
中
和
脱

水
施
設
と
種
類
が
多
く
、
日
量
も
３
５
０
㌧

と
聞
く
。
北
小
倉
区
ご
み
処
理
問
題
対
策
委

員
会
・
堀
金
産
業
廃
棄
物
問
題
対
策
委
員
会
・

あ
づ
み
農
協
農
政
協
議
会
等
住
民
は
、
自
然

環
境
破
壊
な
ど
危
険
性
が
あ
る
と
し
て
稼
動

に
反
対
し
て
い
る
。
ま
た
市
議
会
も
3
団
体

か
ら
出
さ
れ
た
、
不
許
可
処
分
す
る
よ
う
県

に
要
望
す
る
請
願
書
を
採
択
し
、
民
意
は
稼

動
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
途
上
に
県
は
稼

動
許
可
し
て
し
ま
っ
た
。
市
は
住
民
要
望
に

ど
う
こ
た
え
る
の
か
。

市
長　

当
施
設
は
県
が
許
可
し
た
も
の
で
県

議
時
代
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
。
住
民
の
皆

さ
ん
方
が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
県
に
監
視
体
制
の
強
化
を
お

願
い
し
て
い
く
。
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く

べ
く
県
と
一
層
連
携
を
深
め
て
い
く
。

問　

3
団
体
は
納
得
の
い
く
説
明
な
い
ま
ま

許
可
さ
れ
た
と
県
に
抗
議
声
明
を
提
出
し

た
。こ
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

市
と
し
て
住
民
の
行
動
に

つ
い
て
は
良
い
か
悪
い
か
評
価
し
か
ね
る
。

検
証
、
目
的
の
明
確
化
、
運
行
形
態
な
ど
検

討
中
、
12
月
ま
で
に
は
一
定
の
結
論
を
出
し

た
い
。

問　

新
庁
舎
と
総
合
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
。
新
市
が
ス
タ
ー
ト
し
て
5
年
。
将
来
像

を
描
い
た
時
、庁
舎
建
設
は
厳
し
い
中
に
も
、

取
り
組
む
責
務
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
ま

た
、
文
化
ゾ
ー
ン
の
み
な
ら
ず
、
景
観
は
安

曇
野
の
財
産
、
庁
舎
は
率
先
し
て
模
範
を
。

市
長　

十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
周
辺
の
施

設
や
環
境
に
配
慮
、
ま
た
相
乗
効
果
を
持
た

せ
た
い
。
全
市
の
一
体
感
が
醸
成
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
後
は
行
政
と
住
民
が
協
働
で
公
害
防
止
協

定
住
民
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
取
り
組
み
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

予
想
さ
れ
る
公
害
被
害
か
ら
く
る
農
作

物
へ
の
風
評
被
害
、
堆
肥
化
時
の
廃
水
・
臭

気
対
策
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
圧
縮
梱
包
の
公

害
対
策
に
つ
い
て
。

市
民
環
境
部
長　

農
作
物
へ
の
風
評
被
害
あ

れ
ば
重
大
な
問
題
と
考
え
る
。
監
視
指
導
を

行
っ
て
い
く
。
堆
肥
化
時
の
廃
水
は
公
共
下

水
道
へ
放
流
。
臭
気
は
機
器
測
定
し
、
万
一

悪
臭
が
発
生
し
た
場
合
は
厳
し
く
指
導
。
プ

ラ
圧
縮
は
建
物
内
処
理
で
問
題
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
市
も
立
ち
入
り
調
査
し
、
県
と
共

に
監
視
指
導
す
る
。

問　

県
説
明
会
に
市
職
員
の
参
加
少
な
く
消

極
的
で
あ
る
。
民
意
の
把
握
で
き
る
の
か
？

市
民
環
境
部
長　

毎
回
3
名
出
席
し
、
民
意

は
全
部
把
握
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
田
園
都
市
を
か
か
げ
る
安
曇
野
市
の
農
村

整
備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
（
安
曇
野
の
景

観
・
環
境
保
全
、
特
に
水
は
行
政
の
責
務
。

農
村
整
備
事
業
が
他
の
市
町
村
よ
り
農
業

者
の
負
担
多
い
が
こ
れ
で
良
い
の
か
。）

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
に

つ
い
て
（
喫
緊
課
題
の
現
況
）高　

橋　
　

淨

（
し
ん
風
会
）

地
域
福
祉
と
個
人
情
報
保
護
の

あ
り
方
と
対
応
に
つ
い
て相 田　

登 

美 

枝

（
無
所
属
）

㈱
あ
ず
さ
環
境
保
全
の
産
廃
施
設
稼

動
は
、
住
民
反
対
多
い
が山　

田　

高　

久

（
新
生
会
）

☆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
：
地
域
を
元
気
に

☆
農
業
景
観
：
農
業
を
観
光
資
源
に

☆
広
域
観
光
方
策
：
観
光
先
進
地
に
学
ぶ

視
察
研
修
報
告

環
境
経
済
委
員
会　

８
月
17
日
～
19
日

「
留
萌
市
～
美
瑛
町
～
富
良
野
市
」

留
萌
市

「
㈱
エ
フ
エ
ム
も
え
る
」

　

留
萌
市
を
元
気
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
「
燃
え
る
」
グ

ル
ー
プ
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
主
体
と
な
っ
て
立
ち
上

げ
、
一
つ
の
Ｆ
Ｍ
局
が
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
市

の
将
来
性
と
若
い
皆
さ
ん
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
、
実
践
的
な
取
り
組
み

に
私
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
た
。
通
常
、
資
金
的
に
行

き
詰
ま
る
と
何
か
と
行
政
に

頼
っ
て
し
ま
う
第
三
セ
ク

タ
ー
と
は
違
い
、
地
元
が
支

え
応
援
す
る
企
業
体
で
あ

り
、
収
益
を
上
げ
な
が
ら
主

体
性
を
持
ち
自
主
的
に
地
域

局
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
安
曇
野
市
と

し
て
も
情
報
発
信
す
る
場
面

で
働
き
な
が
ら
耳
だ
け
で
情

報
収
集
の
で
き
る
地
域
情
報

Ｆ
Ｍ
局
の
存
在
は
ぜ
ひ
と
も

見
習
い
た
い
事
業
で
あ
る
。

上
川
郡
美
瑛
町

「
農
業
景
観
が
観
光
資
源
」

　

美
瑛
町
は
農
業
が
基
幹
産

業
で
あ
る
が
、
農
業
が
作
り

出
し
て
い
る
農
業
景
観
（
輪

作
形
態
の
結
果
、
毎
年
異
な

る
風
景
）
が
大
き
な
観
光

資
源
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
21
年
度
の
観
光
者
数
は

１
２
４
万
人
の
入
り
込
み
で

あ
っ
た
が
国
内
観
光
客
数
は

減
少
傾
向
で
あ
る
。
外
国
人

観
光
客
数
は
増
加
し
て
い

る
。
特
に
台
湾
、
香
港
及
び

中
国
の
北
京
、
上
海
の
富
裕

層
の
観
光
客
が
増
え
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
等
の

観
光
客
も
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
比
較
的
小
さ
な
団
体
及

び
家
族
旅
行
客
が
主
と
な
り

バ
ス
よ
り
も
レ
ン
タ
カ
ー
の

利
用
が
増
加
し
て
い
る
。月
々

の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
行
政
と

観
光
協
会
と
が
職
務
分
掌
す

る
中
で
、
協
会
が
協
力
し
観

光
客
に
好
印
象
を
与
え
る
努

力
を
し
て
い
る
。

富
良
野
市

「
独
創
性
を
も
つ
観
光
は
」

　

平
成
6
年
「
富
良
野
・
美

瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、
1
市
4
町
1

村
の
市
町
村
及
び
観
光
協
会

及
び
賛
同
す
る
22
団
体
で

運
営
を
し
て
い
る
。「
へ
そ
と

ス
キ
ー
と
ワ
イ
ン
の
ま
ち
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
独
創

性
を
持
つ
事
業
を
い
く
つ
か

行
っ
て
い
る
の
で
、
安
曇
野

市
と
し
て
も
取
り
上
げ
る
べ

き
内
容
を
あ
げ
て
み
る
。

◎
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
行
っ
た
。

◎
京
都
府
と
連
携
し
夏
場
に

舞
妓
数
人
を
招
い
た
。

◎
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
頼
ら

ず
に
市
民
み
ん
な
で
振
興

計
画
を
作
っ
た
。

◎
「
く
る
る
バ
ス
」の
運
行
を

行
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
。

◎
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
。

◎
ガ
ー
デ
ン
街
道
の
実
施
等
。
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議案第 89 号 平成 21 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（総務委員会所管事項）
（賛成多数で認定）

審査内容

（認定に反対の意見 ）
　市民税の 6割近くが職員給与、市民サービスに残り 4割。借金の繰り返しの決算で、借金に頼る財政に関
する総括が不十分である。正規職員と非正規職員、その配置、構成において男女同権、同一労働、同一賃金といっ
た観点や、研修の成果が十分ではない点でも問題がある。人権同和政策では特定の団体への補助の対応など
再検討すべきである。

（認定に賛成の意見 ）
　５町村が対等合併し持ち寄った借金（負債）があり窮屈だが、今は投資の段階なのでやむを得ない決算で
ある。主要な施策の成果に関する報告には、良いことも悪いことも報告されており全体的に妥当な決算である。

請願第 8 号 「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択を求める請願書
（願意は認められないとする意見多数で不採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
　所得税法第 56条は租税回避行為の防止のために規定されたものである。このまま廃止となれば、納税回
避行為の防止をどこで解消するのかということが問題になる。廃止ではなく、56条の不具合の是正を求める
べきと考えるので、不採択としたい。

（採択に賛成の意見）
　所得税法第 56条は、古い家父長制のなごりを残す条項であり、憲法の精神に反する。一人ひとりの人格
を認め、その労働を正当に評価して納税すべきなので、この 56条を廃止しても何らおかしくない。納税回
避行為の防止とはいえ青色申告でも他の関係でも納税回避はありうるし、そこに重きを置くべき条項でもな
いので、採択に賛成である。

議案第 89 号 平成 21 年度 安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について（環境経済委員会所管事項）
（賛成多数で認定）

審査内容

（認定に反対の意見）
　安曇野ブランドトマト開発支援事業の緊急雇用対策として、２人を雇用することにおいての公共公益的な
効果について疑問がある。市が、第三セクターや営利を目的とした企業に対し、市民の税金を使って支援す
ることは問題だ。三郷堆肥センターの決算報告について、市全体の堆肥センターというが、現実的には一部
の畜産業者のための施設になっている。公共公益性ということで、市が税金を投入してよいものか疑問である。
平成 21年度決算においては、以上の点が非常に顕著に表れており、市民の税金をいかに投入するか、その
効果はどうかという点において、十分とは言い難いので反対とする。

（認定に賛成の意見）
今回の内容については、承認された予算が正しく支出されているか、ということであり、これが正しく行わ
れていたので、賛成とする。

議案第 91 号 平成 21 年度 安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
（賛成多数で認定）

審査内容

（認定に反対の意見）
　保険税の引き上げにより、滞納が増える状況になるのではないか。資格者証明書の交付などは、納税相談
を行ってはいるが、市民の受診抑制につながるとすれば健康は守れない。また、21年度末の基金の保有額は
10億円を超えるということから、保険税を引き上げる必要があったのかどうか。当初予算においても反対で
あり、決算においても反対とする。

（認定に賛成の意見 ）
　基金保有額が 10億円となっており、（パンデミックなど）何かおきても心配ないというような状態にある
のではないかと思う。少し余裕を持った資金繰りが必要であり、決算には賛成とする。

議案第 72 号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例
（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
　今年から保育料が引き下げられたとはいえ、保護者には保育料は大きな負担である。払えない人にどうやっ
て対処するかという配慮に欠ける内容である。滞納世帯の実情に配慮した今までどおりの方法でよいと考え、
保育料に税金の徴収と同じ厳しい処分を課すということには反対である。

（原案に賛成の意見 ）
それぞれに苦しい生活のなかでも、真摯に保育料を支払っている。それが本来あるべき姿である。生活が苦
しく保育料を払えないで困っている人には、別の方法で対応していけばよい。保育料の徴収を明確化したも
のであるので、賛成である。

議案第 69 号 安曇野市の適正な土地利用に関する条例
（全員賛成で修正案を可決、修正部分を除く原案を可決）

審査内容

（修正案提出）
　この条例案の前文の中に、「合併の時の課題となっていた土地利用制度について、独自条例を制定し統一を
図ることとし」という思いを入れることにより、市は制度の統一を目指しているという、この土地利用に関
する条例を作る本当の意味や気持ちを、国、県に対して強く伝える条例としたい、という理由により修正案
が提出された。

（修正案に賛成の意見 ）
　この修正案は、現在の制度をいつ廃止できるのかということと、特にその条文を加えることにより、国や
県に対して合併したのだから早く統一したいという、市の姿勢を表すと思う。

議案第 74 号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第 2 号）（福祉教育委員会所管事項）
（全員賛成で可決）

審査内容

（執行に当たっての意見・要望）
　社会教育費の豊科公民館ホール及び公民館耐震診断の補正予算について、「公民館ホールを今後どうするの
か議論がなされないまま計上したのは、ホールを建てないことを前提とした補正予算か」　「耐震診断料はど
んな根拠で、どんな診断をかけるか、見積もった根拠を明確にしてほしい」　「市の方針が示されていない中
での耐震診断はいかがなものか。あまりにも唐突ではないか」　「公民館ホールは耐震診断をするが、公民館
はしないという方法はどうか」等々の意見・要望が出された。
　このことをふまえ、豊科公民館ホール及び公民館耐震診断については、予算執行するうえで議会と十分協
議することとしてほしい。

請願第 11 号 子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める請願書
（全員が願意妥当と認め採択）

審査内容
（意見）
　子宮頸がんの予防にはワクチンが有効であり、さらに予防検診をすることによって、前がん病変を早期に
発見することができるので、検診料の公費助成もあわせて要望する。

陳情第 5 号 安曇野観光草競馬大会に係る陳情書
（願意妥当とする意見多数で採択）

審査内容
（願意は認められるとする意見）
　願意はよくわかる。補助金額を上げてほしいという要望ではなく、全般的な支援をいただきたいというこ
とであり、これまでどおり市の支援を必要としていると思うので、賛成する。

　請願第 13 号 「新しい本庁舎建設は必要ない」を求める請願
（願意は認められないとする意見多数で不採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
　本庁舎建設は、行財政改革事業として重要な位置を占める。平成 20年に安曇野市本庁舎等建設審議会条
例を議決、設置し、議会の特別委員会においても、８つの分庁機能を集約して一つにまとめること、本庁舎
は必要であり、建設する方向で意見を統一した。行政も住民への広報や説明会は十分行い意見も聞いている。
宮沢市長は庁舎を建てるという公約で当選した。また、一体感をつくることが非常に大事である。行政の徹
底した無駄、無理の整理を一つ屋根の下で職員自身が行う必要がある。10月には基本計画が示される。合併
特例債の使える期限内に本庁舎を建設し、早く安曇野市の核を作りしっかり行政運営することが大事である。

（採択に賛成の意見）
　本庁舎建設について、宮沢市長の選挙公約は「既存施設を活用して必要最小限の規模で本庁舎の機能を集
約する」だったが、就任後は方向が変わってきた。請願は、もともとこの公約に沿った内容である。既存の
庁舎を活用して本庁舎機能が集約できるのであれば、財政的に後年度負担にならない金額ででき、無理して
合併特例債に頼らなくてもやれる提案だ。近代美術館周辺の建設候補地は、5つの中から市長が 1つに決め
た案である。新しい方針が出たのだから住民に説明し、合意を得るのが当たり前であるが、それも不十分で
ある。財政問題でも 933億円の借金の返済の方向や、今後の財政運営や自治体の在り方などが示されておら
ず不安がある。

総務委員会審査報告

環境経済委員会審査報告

福祉教育委員会審査報告

建設水道委員会審査報告
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和田　悦昭さん
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〒 399-8211　長野県安曇野市堀金烏川 2750-1   安曇野市堀金総合支所内　　　 　　   TEL 0263-71-2156   FAX 0263-71-2150

平成 22年 11月 3日発行

◆９月定例会（決算議会）の「市議会だよ
り」を、読みやすく、わかり易くをモットー
に編集してみました。決算議会は、市が平
成21年度において、市民のためにどれだ
けの仕事をしたかをチェックするものです。
同時に、議会が市民のために政策を提案し
ていく場でもあります。議会のありのまま
を市民の皆さんにお伝えするようにしてい

ますが、議案の議決については個々の議員の対応は記録されておりません。内容の詳
細などは議会広報委員会、または直接議員に、皆さんの声をお寄せいただければ、大
変ありがたく思います。	 荻原勝昭
◆秋も深まると昨年の自分の選挙を思い出します。真っ赤に紅葉する山々を見るとこ
の季節がもっとも安曇野らしさを感じて大好きな季節です。生涯青年の気概でなんで
もやらせていただこうと議会広報特別委員に進んで参加しました。安曇野市もまだ5
歳。ともどもに成長してまいります。	 小松芳樹

議会広報特別委員会 　　　　
　　委 員 長　小林　純子
　　副委員長　内川　集雄
　　委　　員　相田登美枝　猪狩久美子
　　　　　　　荻原　勝昭　小松　芳樹
　　　　　　　高橋　　淨　畠山　倉光
　　　　　　　藤原　陽子　山地　重雄

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

平成 22 年安曇野市議会
12 月定例会会期日程（予定）

11月30日（火）～12月22日（水）頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

＊気軽にご意見をお聞かせください。

安
曇
野
市
の
新
庁
舎
の
建
設

の
是
非
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
し
た
市
に
ふ

さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
庁
舎
を
と
い
う

人
も
い
れ
ば
、
こ
の
5
年
間
分
庁
方
式

で
何
と
か
や
っ
て
き
て
い
る
、
将
来
の

財
政
が
心
配
だ
か
ら
今
建
て
る
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

建
設
す
る
と
な
れ
ば
避
け
て

通
れ
な
い
の
が
合

併
特
例
債
で
す
。
国
が
庁
舎
建
設
費
用

の
7
割
弱
を
負
担
し
て
く
れ
る
か
ら
、

市
の
負
担
は
残
り
の
3
割
強
で
良
い
の

で
、
例
え
ば
建
設
費
を
80
億
円
と
す
る

と
市
の
負
担
は
約
32
億
円
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
平
成
21
年
度
末
の
安
曇
野

市
の
借
金
は
９
３
３
億
円
で
す
。

先
日
、
市
民
出
前
講
座
で
安
曇

野
市
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
、
市
の
担
当
職
員
の
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
専
門
用
語
が
多
く
、
色
々
な
仕

組
み
が
複
雑
で
理
解
す
る
の
に
一
苦
労

で
し
た
が
、
端
的
に
言
え
ば
国
の
定
め

た
指
標
で
判
断
す
れ
ば
、
市
の
財
政
状

況
は
健
全
で
あ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
ど
の
程
度
ま
で
借
金
が

あ
っ
て
も
健
全
と
見
な
す
の
か
と
い
う

根
拠
は
曖
昧
で
あ
り
、
そ
の
指
数
で
大

丈
夫
と
主
張
す
る
こ
と
に
は
危
う
い
も

の
を
感
じ
ま
す
。

国
の
財
政
が
危
機
的
状
況
に

あ
る
事
は
衆
知
の

事
実
で
す
。
今
や
地
方
交
付
税
も
賄
い

切
れ
ず
、「
臨
時
財
政
対
策
債
」
と
し

て
国
が
地
方
に
借
金
さ
せ
る
か
た
ち
で

交
付
し
て
い
る
有
様
な
の
で
す
。
庁
舎

建
設
費
用
と
し
て
使
っ
た
合
併
特
例
債

の
償
還
（
借
金
の
返
済
）
は
、
国
が
交

付
税
措
置
す
る
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
話

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
正
し

い
理
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
付
税
措

置
と
い
う
の
は
償
還
額
が
通
常
の
交
付

税
に
上
乗
せ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
交

付
税
の
算
定
の
基
準
金
額
に
算
入
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
特
例
債

の
償
還
に
あ
て
る
分
は
、
本
来
の
市
の

一
般
財
源
に
充
て
る
べ
き
地
方
交
付
税

に
含
ま
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
合
併

特
例
債
の
償
還
分
が
１
０
０
％
交
付
税

措
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
の
総
額
が
減
ら
さ
れ
れ
ば
、

結
果
と
し
て
減
ら
さ
れ
た
分
は
地
方
自

治
体
の
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。（
こ
の
問
題
は
す
で
に
各
地
で
起

き
て
い
ま
す
）
国
が
負
担
す
る
か
ら
大

丈
夫
と
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

表紙・裏表紙の写真撮影：岡村　豊作さん
（豊科）


